
↓
作
品
と
と
も
に

ハ
イ
ポ
ー
ズ

↓
中
央
を
狙
っ
て
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二部地区活性化推進機構
　　　　　　　　　　　　事務局だより
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↑京都府南丹市

↑兵庫県朝来市

十
一
月
十
日
（
日
）
、
二
部
体
育
館

で
、
今
年
度
二
回
目
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
、
二
十
五
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
は
、
今
回
で
５

回
目
の
開
催
と
な
り
、
チ
ー
ム
対
抗
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
者
み
な
さ
ん
の
笑
い

声
や
声
援
が
体
育
館
中
に
響
き
、
楽
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

世
代
間
の
交
流
を
目
的
に
、
二

部
地
区
の
若
者
グ
ル
ー
プ
「
二
部

梁
山
泊
」
と
共
催
で
十
月
二
十
七

日
（
日
）
、
二
部
公
民
館
で
『
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
お
化
け
カ
ボ
チ
ャ
づ
く

り
』
を
開
催
し
、
二
十
七
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
大
き
な
カ
ボ
チ
ャ

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
大
人

の
指
導
に
よ
り
無
事
、
製
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。

十
月
二
十
五
・
二
十
六
日
（
金
・
土
）
の
一

泊
二
日
の
日
程
で
、
十
二
名
の
会
員
が
視
察

研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
行
先
の
一
つ
は
、
六

次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
京
都
府

南
丹
市
の
「
農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
日
吉
」
。

も
う
一
つ
は
、
地
域
協
議
会
の
運
営
や
施
設

の
跡
地
利
用
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
兵
庫

県
朝
来
市
の
「
奥
銀
谷
地
域
自
治
協
議
会
」
で

す
。会

員
か
ら
は
、
『
子
ど
も
達
を
地
域
の
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
う
の
に
良
い
参
考
と
な
っ

た
』
『
地
域
の
協
力
な
し
に
は
特
産
品
開
発
は

難
し
い
』
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

先
進
地
視
察
研
修

世
代
間
交
流
イ
ベ
ン
ト

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会



↓
プ
レ
ゼ
ン
ト

↓
二
部
地
区
の
紹
介

－２－

↑商品写真

↑椎茸料理↑講演会

↑商品梱包作業

内　容

①
白
も
ち

②
椎
茸
だ
し
醤
油

③
焼
肉
の
タ
レ

④
柿
チ
ッ
プ
ス

⑤
味
噌

(

や
ま
じ
み
そ

)

⑥
干
し
そ
ば

⑦
金
山
寺
み
そ

《
プ
レ
ゼ
ン
ト
》
ポ
ン
菓
子
、
銀
杏
、

毛
糸
タ
ワ
シ

二
部
地
区
の
特
産
品
を
詰
め
合
せ
た

『
ふ
る
さ
と
小
包
便
《
た
べ
て
ご
し
な
い

二
部
の
味
》
』
を
十
二
月
二
十
日
（
金
）

に
百
箱
、
発
送
し
ま
し
た
。

こ
の
小
包
便
は
「
二
部
出
身
者
に
地
元

の
味
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
」
「
二
部
の

味
を
広
く
P
R
し
た
い
」
と
い
う
願
い
か

ら
、
平
成
二
十
年
の
冬
か
ら
毎
年
、
夏
と

冬
の
二
回
発
送
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
包
便
発
送

ほ
う
き
ま
ち
づ
く
り
円
陣
の
会

『
事
例
発
表
・
交
流
会
』

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
併
せ
、

二
部
地
区
在
住
の
八
十
歳
以
上
の
ひ

と
り
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
『
友
愛

訪
問
』
を
実
施
し
、
手
づ
く
り
の
フ

ク
ロ
ウ
の
置
き
物
と
手
紙
を
手
渡
し

し
ま
し
た
。

各
お
宅
を
訪
問
す
る
と
、
皆
さ
ん

元
気
が
良
く
笑
顔
で
会
話
を
さ
れ
、

訪
問
し
た
部
会
員
も
笑
顔
に
な
る
程

楽
し
そ
う
で
し
た
。

友
愛
訪
問

女性懇談会

一
月
十
八
日
（
土
）
、
二
部

公
民
館
で
地
域
づ
く
り
に
関

心
が
あ
る
方
が
集
ま
り
、
事

例
発
表
・
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
三
十
八
名
の
参

加
が
あ
り
、
地
域
づ
く
り
全

国
交
流
研
修
会
の
参
加
報
告

や
二
部
地
区
活
性
化
推
進
機

構
の
活
動
紹
介
、
そ
し
て
昼

食
交
流
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

他
の
地
域
と
の
交
流
が
で

き
、
良
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
六
日

（
木
）
、
二
部
公

民
館
で
女
性
懇
談

会
を
開
催
し
、
十

五
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

二
部
地
区
で
椎

茸
栽
培
を
さ
れ
て

い
る
影
山
千
世
子

さ
ん
の
『
椎
茸
人

生
、
そ
し
て
人
と

人
の
つ
な
が
り
が

私
の
宝
』
と
題
し

た
講
演
後
、
椎
茸

料
理
を
食
し
な
が

ら
、
意
見
交
換
を

行
な
い
ま
し
た
。
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↓
菊↑

綺
麗
な
地
区
に

↑
手
芸
品

↓
意
見
交
換

↓
ポ
イ
捨
て
禁
止

↑
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
に

十
一
月
十
三
日

（
水
）
～
十
五
日

（
金
）
ま
で
の
三

日
間
、
二
部
公
民

館
で
『
秋
の
菊
花

展
』
を
開
催
し
、

約
百
名
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
菊

の
ほ
か
に
手
芸
品

の
展
示
も
併
せ
て

行
な
い
ま
し
た
。

秋
の
菊
花
展

十
一
月
十
七
日
（
日
）
、

一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た
。
毎
年
、
前
期
と
後
期

の
二
回
に
分
け
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
総
勢
二
百

二
十
九
人
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
可
燃
ゴ
ミ
・
不
燃

ゴ
ミ
合
せ
て
二
百
五
㎏
の

ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

一
斉
清
掃
（
後
期
）

十
一
月
二
十
二
日

（
金
）
に
、
鳥
取
市
の
逢

坂
む
ら
づ
く
り
協
議
会
か

ら
十
六
名
が
、
視
察
研
修

に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

当
機
構
の
内
容
を
説
明

し
、
お
互
い
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
二
部
地

区
に
も
参
考
と
な
る
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

不
法
投
棄
防
止
看
板

不
法
投
棄
を
防

止
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
十
一
月
十

七
日
（
日
）
、
地

区
内
で
不
法
投
棄

が
多
い
十
九
ヶ
所

に
、
住
み
よ
い
環

境
部
会
員
手
づ
く

り
の
朱
色
の
ペ
ン

キ
を
塗
っ
た
鳥
居

の
形
を
し
た
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。

視
察
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た

十
一
月
二
十
四
日

（
日
）
、
十
四
名
で

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
お

に
っ
子
ラ
ン
ド
（
宇

代
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、

と
っ
と
り
花
回
廊

（
園
内
含
む
）
ま
で

の
約
五
㎞
。

当
日
は
見
事
な
晴

天
と
な
り
、
絶
好
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

地域健康ウォーキング



平成２６年２月１０日時点の予定です（日時などが変更となった場合はご了承ください）。
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野
上
川
の
風

発
行

場
所

二
部
公
民
館

た
た
ら
ま
つ
り

期
間

二
月
二
十
二
～
二
十
四
日
（
土
～
月
）

九
時
～
十
七
時
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

期
間

二
月
十
五
・
十
六
日
（
土
・
日
）

九
時
～
十
七
時

場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

だ
ん
だ
ん
ま
つ
り

↓
ヘ
ル
シ
ー

料
理 ↑美味しく賞味しました

事
前
に
、
二
部
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
松
下
食
品
》

毎
週

木

曜
日

《
東
亜
青
果
》

毎
週

月
・
木

曜
日

野
菜
集
荷

（
東
亜
青
果
・
松
下
食
品

）

発
行
日

三
月
二
十
五
日
（
火
）

↑料理

十
一
月
十
四
日
（
木
）
、
二
部
公
民
館
で

毎
回
、
工
夫
し
た
調
理
方
法
で
料
理
を
提

供
す
る
『
秋
の
賞
味
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
六
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
半
数

以
上
の
方
が
米
子
市
な
ど
町
外
の
方
で
、

二
部
地
区
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
賞
味
会

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

春
蒔
き
野
菜
を
栽
培
（
自
家
用
は
対
象
外
）
し

て
出
荷
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
種
子
は
、
事
務
局
で
準
備
、
無
償

配
布
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
品
目
及
び
品
種
、
数
量
を
二

月
二
十
四
日
（
月
）
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
数
量
な
ど
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募集中

一
月
二
十
九
日
（
水
）
、
二

部
公
民
館
で
ヘ
ル
シ
ー
料
理
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
九
名
の
参
加
が

あ
り
、
一
食
が
五
百
ｋ
c
a
l

程
度
と
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
料
理
（
四

種
類
）
を
作
り
ま
し
た
。


